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元気いつばい泳いだ後は、あまーいスイカを食べました

冶し冶し冶し

保田臨海学園 和泉小

波はおだやか

足がつかなくても、平気で泳げたよ

沖合いを大きな外国の船が通るのが

見えました。

どこの国まで行くのかな？
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 青

少
年
健
全
育
成
事
業
の
お
知
ら
せ

『子
ど
も
と
親
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

西
口[:ロ

規
範
意
識

中
学
生
に
「
あ
な
た
と
同
じ
く
ら
い
の
年

齢
の
人
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と

を
ど
う
思
い
ま
す
か
」
、
保
護
者
に
も
同
じ

項
目
で
「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
し
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と

聞
き
ま
し
た
。

中
学
生
と
保
護
者
と
の
間
で
顕
著
な
相

違
が
見
ら
れ
る
項
目
と
し
て
、
「
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
遊
ぶ
」
が
あ
り
、
中
学
生
は
あ
ま

り
「
悪
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
保

護
者
の
「
と
て
も
悪
い
」
「
少
し
悪
い
」
と

答
え
た
割
合
が
約
8
割
あ
り
、
中
学
生
と

比
較
し
て
5
0
ぶ日
と
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま

す
。
次
い
で
約
3
0
げ
上
回
っ
て
い
る
項
目

と
し
て
、
「
か
か
と
を
つ
ぶ
し
て
靴
を
は
く
」

「
制
服
の
シ
ャ
ツ
を
出
し
て
着
る
」
「
化
粧

を
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
「
喫
煙
」
「
飲
酒
」
「
万
引
き
」
「
放
置

自
転
車
使
用
」
「
覚
醒
剤
使
用
」
の
項
目
で
、

僅
か
で
す
が
「
悪
く
な
い
」
と
い
う
回
答
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
で
は
「
喫
煙
」

「
飲
酒
」
に
つ
い
て
同
様
の
回
答
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

ー
ラ
ム
」

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
1
1
月
の

で
も
活
用
し
ま
す
。

規 範 意 識

゜
20 

保護者 (287人）

40 60 80 100% 

圧 8 1.ガムをかみながら人と話す

2.電車内で携帯電話で話したり、メールをうつ

3.いじめを見かけてもほうっておく

4.ゲームセンターで遊ぶ

5.成人向けのビデオ・雑誌などをみる

6.道ばたにすわりこむ

7.かかとをつぶして靴をはく

8.制服のシャツを出して着る

9.標準服のスカートを短くする

10.化 粧

ア

髪

ス

を

を

すす

る

る

12.茶

8 13.夜遅く公園等に行って友人と話をする

2 14.保護者に無断で外泊する

I

J
 ＇ す る

2 15.タ

16.酒やピールなどのアルコール類を飲む

／ゞ

■とても悪い

弓I

コ

き

を

を

吸

す

ろ、―

る

2.1 
・戸
4.5 18.放置自転車を勝手に使う

4.5 19.覚醒剤などの薬物を使う

゜
20 

中学生(382人）
40 60 80 100% 

■少し悪い口悪くない

20.4 

12.312.1 

19.6 1.8 

1.8 

!2.1 

12 ， 

，
 
6
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◇
◆
◇
調
査
概
要
◇
◆
◇

ー
調
査
の
目
的

区
で
は
、
今
後
の
青
少
年
健
全
育
成
を
考
え
る
う
え
で
の
資

料
と
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
「
家
庭
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
親
と
子
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
家
庭
で
の

様
子
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

2
調
査
対
象
・
回
収
数
等

①

区
立
中
学
校
2
年
生

410
名
↓
回
収

382
名

(9
3
.
2
%
)

②

同
保
護
者
410
名
↓
回
収
287
名

(7
0
.
0
%
)

3
調
査
期
間

平
成
1
4
年
7
月
上
旬
＼
中
旬

4
調
査
方
法

中
学
生
・
保
護
者
い
ず
れ
も
区
立
中
学
校
を
通
じ
て
調
査

・

回
収
を
依
頼
（
中
学
校
2
年
生
は
授
業
の
中
で
調
査
実
施
、

保
護
者
は
生
徒
を
通
じ
て
調
査
依
頼
）

「
子
ど
も
と
親
の
フ
ォ

6
 

6

6
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お父さん
との会話
（中学生回答）

お母さん
との会話
（中学生回答）

子ども
との会話
（保護者回答）

全体
382人

男子
205人

女子
171人

全体
382人

男子
205人

女子
171人

全体
287人

各懇
母親
258人

自分のことを心配して〈れる

話をよく聞いてくれる

困った時頼りになる

自分を信じていてくれる

よく相談にのって〈れる

くちうるさい

理解しようとして〈れない

口ばかりで実行が伴わない

暴力的

自分のことに無関心

゜

゜

゜

親
20 

44.4 

20 

子の
40 

会
60

40 

話

34.6 

39.8 

60 

゜
20 

74._6_ 

66.3 

87.1 

40 60 

80 

80 

60.0 

725 

74.8 

35.0 

50 

100% 

6.0 

4
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100% 

100% 

0.4 

■よく話をする ■時々 、話をする 口あまり話をしなしない □めったに話さない ■無回答

子ともからみた両親の存在 （中学生・複数回答）

10 20 30 40 60 70% 

41.6 

12.3 

31.7 

30.6 

53.4 

62.8 

口対母親 382人

■対父親382人

◇
◆
◇
調
査
結
果
の
概
要
◇
◆
◇

1
親
子
の
会
話

中
学
生
の
回
答
を
み
る
と
、
お
父
さ
ん
と
「
よ
く
話
を
す

る
」
「
時
々
、
話
を
す
る
」
を
合
わ
せ
る
と

7
4
.
7
%
、
お
母
さ

ん
と
は
9
2
.
1
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
子
ど
も
と
『
話
を
す
る
』
と
答
え
て
い
る
父
親
は

9
5
.
0
%
、
母
親
は
9
9
.
6
％
で
す
。
い
ず
れ
も
高
い
割
合
で
す

が
、
中
学
生
と
父
親
と
で
は
約
2
0
ぷ日
の
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

口どちらともいえない 無回答

2
子
ど
も
か
ら
み
た
両
親
の
存
在

中
学
生
に
、
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

「
ど
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
か
」
と
聞
い
た
結
果
が
左
の

グ
ラ
フ
で
す
。

全
体
的
に
好
意
的
な
項
目
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
母

親
に
対
し
て
は
好
意
的
な
項
目
が
、
父
親
に
対
し
て
は
厳
し
い

と
ら
え
方
の
項
目
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

2
 3

 



選択中学校名 7月19日現在 9月30日現在

麹町中学校 107 105 

九段中学校 143 153 

一橋中学校 11 3 114 

今川中学校 12 1 3 

練成中学校 19 15 

選択校無 41 47 

未回答 14 8 

総計 449 455 

教

育

委

員

会

で

は

、

子

ど

も

た

ち

が

個

性

を

十

分

に

伸

ば

し

、

自

分

に

あ

っ

た

学

校

を

選

択

で

き

る

よ

う

、

平

成

15年度
に

入

学

す

る

中

学

校

1
年

生

を

対

象

に

、

学

校

選

択

制

を

導

入

い

た

し

ま

す

。

先

に

提

出

さ

れ

た

学

校

選

択

申

請

書

と

学

校

選

択

変

更

届

(

9

月

30日
現

在

）

の

集

計

結

果

は

、

左

記

の

と

お

り

で

す

。

＿
ロ
ー

7

f
に
つ
い
て

n
 

(

1

)

内
定
通
知

平

成

14年1
1

月

中

旬

、

学

校

を

と

お

し

て

保

護

者

に

通

知

い

た

し

ま

す

。

区

域

外

就

学

の

方

は

、

（

3
）

の

手

続

き

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

(

2

)

区

内

在

住

者

平

成

15年

1
月

末

に

就

学

通

知

を

各

ご

家

庭

に

郵

送

い

た

し

ま

す

。

(

3

)

区

域

外

就

学

者

千

代

田

区

立

小

学

校

に

区

域

外

就

学

で

在

籍

し

、

引

き

続

き

千

代

田

区

立

中

学

校

に

区

域

外

就

学

を

ご

希

望

さ

れ

る

方

は

、

別

途

手

続

き

が

必

要

で

す

。

日

程

等

に

つ

い

て

は

後

日

、

各

ご

家

庭

に

通

知

い

た

し

ま

す

。

(

4

)

私

立

中

学

校

等

に

進

学

が

決

ま

っ

た

方

受
験
等
に
よ
り
、
私
立
•
国

立
中
学
校
に

進

学

が

決

ま

っ

た

方

に

つ

い

て

は

、

進

学

先

の

学

校

長

が

発

行

す

る

人

学

許

可

書

の

提

出

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

千

代

田

区

在

住

の

方

は

、

左

記

問

合

せ

先

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

区

域

外

就

学

さ

れ

て

い

る

方

は

、

左

記

問

合

せ

先

に

電

話

連

絡

の

う

え

、

地

元

教

育

委

員

会

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

＊

選

択

希

望

を

変

更

さ

れ

る

方

へ

今

後

、

選

択

校

の

変

更

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

1

1

月

15日
を

目

途

に

変

更

届

を

提

出

し

て

い

た

だ

く

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

【

問

合

せ

】

教

育

指

導

課

学

事

主

査

内
線

3
1
6
7
.
3
1
6
8

麟ゃ成績

将来や造路

遊び

家庭や家族

友達

異性

学校

部活

塾や習い事

性格や癖

容姿

体や健康

いじめ

お金

社会

特にない

中学生の悩み （中学生自身・保護者の複数回答）
4
 

゜
10 20 30 40 50 60% 

54.7 
58.6 

44.8 
48.8 

18.3 
31.4 

追

23.0 

22.6 

27.2 

■中学生 382人
口保護者 287人

中

学

生

の

悩

み

中

学

生

に

「

あ

な

た

は

今

、

悩

ん

で

い

る

こ

と

や

不

安

に

思

っ

て

い

る

こ

と

は

あ

り

ま

す

か

」

、

保

護

者

に

は

「

お

子

さ

ん

が

悩

ん

で

い

る

こ

と

や

不

安

に

思

っ

て

い

る

こ

と

は

何

だ

と

思

い

ま

す

か

」

と

そ

れ

ぞ

れ

聞

い

た

結

果

が

左

の

グ

ラ

フ

で

す

。

両

者

と

も

第

1
位

は

「

勉

強

や

成

績

」

、

第

2

位

「

将

来

や

進

路

」

で

5

割

前

後

と

な

っ

て

い

ま

す

。

次

い

で

保

護

者

は

「

友

達

」

関

係

（

中

学

生

は

第

6
位

）

で

悩

ん

で

い

る

と

思

っ

て

い

ま

す

が

、

中

学

生

自

身

は

「

お

金

」

「

性

格

や

癖

」

が

第

3
.
4位（
保

護

者

は

第

1

1

.

8

位

）

と

続

い

て

い

ま

す

。

今

後

．の

予

定

悩みことの相談相手 （中学生の複数回答） 5
 

゜
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ー
給食をよそる生徒と受け取る生徒、思わず笑顔がこぼれてい

ました

【
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
問
合
せ
】

千

代

田

区

保

健

福

祉

部

福

祉

総

務

課

3
2
6
4
_
2
1
1
1
内
線

2
4
1
4
1
6

教

育

委

員

会

で

は

、

今

ま

で

給

食

を

行

っ

て

い

な

か

っ

た

麹

町

中

・

九

段

中

・

今

川

中

の

給

食

を

親

子

給

食

方

式

で

開

始

し

ま

し

た

。

親

子

給

食

方

式

と

は

、

一

橋

中

学

校

で

調

理

し

た

給

食

を

麹

町

中

、

九

段

中

へ

、

練

成

中

で

調

理

し

た

給

食

を

今

川

中

へ

配

食

す

る

方

式

で

す

。

初

日

の

9
月

3
日

、

今

川

中

学

校

で

は

、

午

前

の

授

業

終

了

の

チ

ャ

イ

ム

と

と

も

に

、

給

食

の

時

間

が

は

じ

ま

り

ま

し

た

。

廊

下

に

置

か

れ

た

給

食

見

本

を

見

つ

け

た

生

徒

か

ら

は

、

お

も

わ

ず

「

お

い

し

そ

う

」

「

あ

げ

パ

ン

な

つ

か

し

い

！

」

の

声

が

も

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

の

日

の

献

立

は

、

あ

げ

パ

ン

、

ポ

ー

ク

シ

チ

ュ

ー

、

ゆ

で

野

菜

、

び

っ

く

り

目

至

焼

き

、

牛

乳

で

す

。

2

年

A

組

で

は

生

徒

の

あ

い

さ

つ

「

は

じ

め

て

食

べ

る

給

食

で

す

。

お

い

し

く

食

べ

ま

し

ょ

う

。

い

た

だ

き

ま

す

」

に

あ

わ

せ

て

「

い

た

だ

き

ま

す

」

が

教

室

内

に

響

き

ま

し

た

。

「

シ

チ

ュ

ー

か

ら

湯

気

が

出

て

い

る

よ

」

「

食

器

の

デ

ザ

イ

ン

も

い

い

」

と

評

判

も

上

々

で

し

た

。

「

明

日

の

給

食

は

何

か

な

」

と

の

声

も

聞

か

れ

、

給

食

初

日

は

喜

び

の

声

と

と

も

に

終

了

し

ま

し

た

。

麹

町

中

・

九

段

中

・

今

川

中

で

学

校

給

食

が

始

ま

り

ま

し

た

父

母

兄弟姉妹

初勅籍や該

学校の先生

学校の先輩

親友

塾の先生

その他

誰もいない

相談しない

41.9 

「みんなで一緒に食べる給食はとてもおいしいね」

22.3 

49.7 

f
 

子どもが健全に育つためには （保護者が2つ選択）

親の愛情を示す

ストレスを与えない

子どもに判晋し決匪させる

親自身の考えを伝える

子どもをきたえる

遊びの場を提供する

意志の高揚を図る

積全譜など餅朋l1を見〈する

悩椅腿でき磯関を充宴する

しつけを強化する

゜

30.2 

47 4 
g 

20 

58.5 

40 

中

学

生

の

相

談

相

手

中

学

生

に

「

悩

み

ご

と

や

心

配

ご

と

が

あ

る

と

き

、

あ

な

た

が

よ

く

相

談

す

る

人

は

誰

で

す

か

」

と

聞

い

た

と

こ

ろ

、

男

女

と

も

第

1
位

が

「

親

友

」

で

、

第

2

位

が

「

母

」

と

な

っ

て

い

ま

す

。

「

父

」

は

、

第

3

位

で

男

子

で

は

4
人

に

1
人

、

女

子

で

は

8
人

に

1
人

の

割

合

で

相

談

相

手

に

あ

げ

て

い

ま

す

が

、

「

母

」

の

3
人

に

1
人

、

2
人

に

1
人

と

比

較

す

る

と

、

い

ず

れ

も

少

な

く

、

全

体

で

は

「

母

」

の

ほ

ぼ

半

数

と

な

っ

て

い

ま

す

。

一

方

、

全

体

で

5
人

に

1
人

が

「

相

談

し

な

い

」

、

ま

た

、

30人
に

1
人

が

相

談

相

手

が

「

誰

も

い

な

い

」

と

答

え

て

い

ま

す

。

60 80% 

68.6 

75.0 

30.0 

42.5 
コ43.8

38.7 

45.0 

健

全

育

成

に

向

け

て

子

ど

も

が

健

全

に

育

っ

た

め

に

大

切

な

こ

と

を

保

護

者

に

聞

い

た

と

こ

ろ

、

「

親

の

愛

情

を

示

す

」

「

子

ど

も

に

判

断

し

決

断

さ

せ

る

」

「

親

自

身

の

考

え

を

伝

え

る

」

と

い

っ

た

日

頃

の

『

親

子

の

ふ

れ

あ

い

』

に

か

か

わ

る

項

目

が

上

位

と

な

っ

て

い

ま

す

。
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10月

1
日
千
代
田
区
生
活
環
境
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
し
た

。
千
代
田
区
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
は
、
児
童
•
生
徒
・
教
職
員
、

保
護
者
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の

清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

9
月
1
8
日
今
川
中
学
校
、
2
5
日
練
成
中
学

校
、
1
0
月

2
日
九
段
中
学
校
で
は
生
徒
と
教

職
員
が
、
学
校
周
辺
や
駅
前
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
2
4
日
お
茶
の
水
幼
稚
園

で
は
教
職
員
を
は
じ
め
園
児
と
保
護
者
の

方
々
が
、
地
域
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
地
域

の
美
化
に
取
り
組
み
、
「
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

`~ 
[

、
入
J̀

一ヽ

、
＇
，4

「ごみを 1つ残らず集めるぞ！」（九段中）
IIIJ●●●即れ•,.弁硼ージも110.... 蜘,...渾書●疇

「
千
代
田
区
こ
と
も
1
1
0
番
連
絡
会
」
誕
生

千
代
田
区
で
は
、
昨
年
6
月
に
大
阪
府
池

田
市
の
小
学
校
で
発
生
し
た
痛
ま
し
い
事
件

を
教
訓
に
、
町
会
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保

護
司
、
商
店
連
合
会
、

P
T
A
、
小
学
校
・

幼
稚
園
教
職
員
等
の
学
校
関
係
者
、
警
察
等

地
域
が

一
体
と
な
っ
て
児
童
の
安
全
確
保
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
過
程
に
お
い
て

P
T
A
・
保

護
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
「
千
代
田
区
こ
ど
も

110
番
連
絡
会
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
も
「
こ
ど
も

110
番
の

家
」
の
登
録
拡
大
や
区
内
で
6
月
に
起
き
た

不
審
者
に
よ
る
事
件
へ
の
対
応
な
ど
安
全
確

保
の
取
組
み
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
は

立

》

J

み
ん
な
で

k
ュ

こ
ど
も
を
」
、

守
つ
て
い
ま
す
ゞ

¥

c

I

 

¥

l

/

 

「ゲームと違った面白さ」「みんなで操作するので楽しい」

新記録目指してがんばりましtー（小学校水泳記録会）

紐炉o王 述 りやし、

「
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
は
2
種
類
で
、
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
「
ポ
イ
捨
て
、
歩
き
た
ば
こ
を
や

め
て
」
と
よ
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
が

掲
載
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
駅
な
ど
で
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プラムや野菜の収穫を体験しました。

北軽井沢にて （軽井沢高原学校

子
ど
も
た
ち
の
作
品
が

ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

練成中）

（
 

（
 

【問
合
せ
】
児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

5
2
1
5
|
9
0
6
2
 

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
」

子
ど
も
た
ち
が
保
護
を
求
め
て
駆
け
込
め

る
場
所
と
し
て
、
現
在
二
、
二
三

0
軒
（
平

成
1
4
年
9
月
現
在
）
の
登
録
が
あ
り
、
家
の
入

り
口
等
に
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
「
こ
ど
も
l
l
O
番
の

家
」
所
在
地
を
記
入
し
た
地
図
を
学
校

・
園

や
図
書
館
、
児
童
館
な
ど
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
千
代
田
区
こ
ど
も
l
l
O
番
連

絡
会
な
ど
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

秋
葉
原
で
立
体
動
画
の
作
成
に
挑
戦

中
学
生
向
け
土
曜

I
T
ス
ク
ー
ル
開
催

ピ,,,,,,，，，，，

北‘‘tllUI

在11J区ことも110●“多

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

一

す

が

グ

．

『

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
立
体
動
画
の
作
成
に

よ
り
、
情
報
活
用
能
力
の
向
上
と
創
造
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
土
曜

I
T
ス
ク

ー
ル

（
区
教
育
委
員
会
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
共

催
）
が
9
月
に
4
週
連
続
講
座
と
し
て
リ
ナ

ッ
ク
ス
カ
フ
ェ

（
外
神
田
3
,
1
3
,
2
)
で

開
催
さ
れ
、
中
学
生
1
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

H
y
p
e
r
F
u
n
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を

使
っ
て
、
立
体
動
画
を
作
成
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
簡
単
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
後
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
号
や
数
字
を
自
由
に
入
力

し
、
立
体
の
色
や
形
（
平
面
↓
立
方
体
↓
円
柱

↓
球
体
な
ど
）
が
変
わ

っ
て
ゆ
く
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情

と
動
画
が
で
き
た
時
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

〖賛霜蜃謬罰疇穏信彎鯛攣可〗

はじめに、千代田区全区で2.200軒を超える「こどもll0番の家」

をお引き受けいただいている、地域の皆様のこ協力に対し、心からお

礼を申し上げます。
ー 、 一 ・

平成13年6月19日、石川区長 ・大山助役のこ同席を得て、千代田

区立小学校 ・幼稚園の全PTA会長・役員・プロジェクトメンバーが参

加して第 1回「千代田区こどもl10番連絡会」が開催されました。

ちょうどそのころは、各地で児童の安全に係わる事件が多発してい

るさなかでもあり、区内8校のPTA保護者が連携を取り合って早期に
児童の安全を確保しようとの気運が高まり、併せて行政や、地域の皆

様の 「こども110番」活動に対する深いご理解もあって、約2ヶ月後

の平成13年8月末日には全区足並みも揃い、現在の体制ができあがり 千代田区こども110番連絡会

ました。これには 8校・園の延べ600名を超えるPTAボランティア 会長鈴木齊

の絶大なるこ協力があったことも大きく貢献しました。

「千代田区こどもll 0番」プロジェクトの特徴は、地域の「こども110番の家」こ協力者とPTA保護
者との間で、顔の見える安全ネットワークが構築され、街ぐるみでの活動に発展したこと、そして行政が

いち早く窓口を設定し、プロジェクトの支援体制を整え、 「こども110番の家見舞金補償制度」を導入

してくださったことです。他区の同様の活動がどちらかというと行政主導型であるのと違い、千代田区の

場合は、あくまでもPTA保護者が主体的に活動し、地域・行政がそれを強力に支援する型にしたことで、

ラインができあがりました。

ょ
つ
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例
年
の
こ
と
で
す
が
、
お
盆
休

み
の
頃
は
東
京
の
町
中
か
ら
人
影

が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
故
郷
へ

の
帰
省
や
、
家
族
で
旅
行
に
出
掛

け
て
い
る
人
が
そ
れ
だ
け
沢
山
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
、
お
父
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
え
る
機

会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し

み
な
時
期
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

皆
が
休
み
た
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
校
長
は

出
よ
う
、
そ
う
思
い
、
お
盆
の
時
期
は
出
勤

す
る
こ
と
に
決
め
て
何
年
か
が
経
過
し
ま
し

た
。
通
勤
の
地
下
鉄
も
空
い
て
お
り
快
適
そ

の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
先
日
、
快
適
な
は
ず
の
帰
宅
途

中
の
地
下
鉄
で
何
と
も
不
快
な
思
い
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
こ
か
の
遊
園

地
に
で
も
遊
び
に
い
っ
た
帰
り
道
な
の
で
し

ょ
う
、
父
親
と
五
ー
六
歳
の
男
児
二
人
の
親

子
連
れ
の
様
子
が
余
り
に
も
目
に
余
る
状
況

で
あ
っ
た
の
で
す
。

隣
の
車
両
の
私
に
は
詳
細
は
分
か
り
ま
せ

＂
の
し

ん
が
、
男
児
二
人
が
大
声
で
罵
り
合
っ
た
り
、

父
親
の
制
止
を
聞
か
ず
手
に
持
っ
た
菓
子
を

投
げ
た
り
、
挙
句
の
果
て
は
靴
の
ま
ま
座
席

に
立
っ
て
飛
び
跳
ね
る
始
末
で
す
。
投
げ
た

菓
子
が
他
の
乗
客
に
当
た
っ
た
り
、
跳
ね
て

倒
れ
掛
か
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
が
連
結
通

路
越
し
に
伺
え
ま
す
。．

きょういく

随

想

周
り
の
者
も
不
快
な
思
い
を
し
て
い
る
様

子
で
、
男
児
に
注
意
を
し
た
り
、

空
い
た
座

席
に
移
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
強
く
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
個
性
、
自
主
性
、
価
値
観
や
規
範

意
識
と
い
う
こ
と
ば
に
、
大
人
た
ち
は
惑
わ

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

父
親
も
最
初
は
注
意
を
し
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
男
児
は
ま
っ
た
く
聞
こ
う
と
も
せ
ず
傍
若

無
人
に
振
る
舞
い
ま
す
。
何
度
目
か
の
注
意
で

あ
き
ら
め
た
の
か
、
周
囲
の
視
線
が
気
に
な
っ

た
の
か
、
ま
た
、
自
ら
の
子
育
て
の
い
い
加
減

さ
か
ら
逃
避
し
た
か
っ
た
の
か
、
し
ま
い
に
は

父
親
も
寝
入
っ
た
振
り
を
す
る
始
末
で
す
。

こ
ん
ど
う
あ
き
よ
し

千
代
田
区
立
中
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

親
と

一
緒
に
い
る
子
の
傍
若
無
人
な
行
動

を
、
親
が
注
意
し
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
な

く
て
誰
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
と
の
善

悪
を
教
え
ら
れ
て
い
な
い
子
ど
も
は
善
悪
の

判
断
が
出
来
な
い
で
い
る
の
で
す
。

親
の

一
部
に
は
、
子
ど
も
を
教
え
導
く
こ

と
も
し
な
い
で
「
自
分
で
考
え
な
さ
い
」
と

い
う
。
こ
れ
は
、
子
育
て
の
手
抜
き
を
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
親
と
し
て
の
「
分
」
を

わ
き
ま
え
て
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
個
性
と
は
社
会
や
仲
間
と

の
関
わ
り
を
離
れ
て
は
意
味
を
持
た
な
い
も

の
な
の
で
す
。
更
に
い
う
な
ら
、
風
変
わ
り

や
新
奇
さ
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
も
の
を
内

に
含
む
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
そ
の
関
連
に

お
い
て
だ
け
存
在
す
る
も
の
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
個
性
や
自
主
性
を
云
々
す
る
前

に
、
社
会
で
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

共
通
の
決
ま
り
ご
と
を
、
し
つ
か
り
身
に
付

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
で
と
い
う
よ
り
、
先
ず
家
庭
が

果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
り
、
親
が
わ
き
ま
え

る
「
分
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

今
夏
、
我
が
家
の
話
題
は
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ

ラ
シ
の
た
ま
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
先
月
横
浜
に

出
か
け
た
つ
い
で
に
子
ど
も
た
ち
と
帷
子
川

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

た
ま
ち
ゃ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
で
必
ず
話
題
に

な
る
の
は
、
河
川
の
水
質
。
地
元
の
お
じ
い

さ
ん
は
「
こ
の
川
で
も
戦
前
は
鮎
が
い
た
ん

で
す
よ
。
そ
の
あ
と
開
発
が
進
ん
で
汚
れ
て

し
ま
っ
た
が
…
。
そ
れ
で
も
、
最
近
は
少
し

き
れ
い
に
な
っ
た
か
な
？
」
と
ち
ょ
っ
と
淋

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昔

は
大
雨
が
降
る
と
こ
の
あ
た
り
は
川
が
氾
濫

し
大
き
な
被
害
が
で
た
こ
と
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
護
岸
工
事
な
ど
の
お
か
げ
か
、

水
害
が
減
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
川
に

は
ゆ

っ
た
り
と
泳
ぐ
鯉
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

た
ま
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
人
と
自
然
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
家
族
で
話
す
機
会
に
な
っ
た
こ
と
が
、

今
回
の
収
穫
に
な
り
ま
し
た
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
次
号
か

け
は
し
5
7
号
は
1
2
月
中
旬
発
行
予
定
で
す

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
五
十
六
号

平
成
十
四
年
十
月
十
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
邑
会

雷
蜘
千
代
田
区
九
段
南
1
,
6
,
1
1

6
(3
2
6
4
)2
1
1
1
内
線
3
1
1
5

編

集

一後

一記
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